
（1） 令和6年10月吉日 第240号

第240号
第42即応機動連隊

　

連
隊
は
、
８
月
20
日
（
火
）
か
ら
８
月
25
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い

て
令
和
６
年
度
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施
し
、
諸
職
種
協
同
に
よ
る
火
力
戦
闘
能
力
、
指
揮
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
、
連
隊
の
保
有
す
る
火
器
・
火
砲
を
用
い
て
昼
夜
間
に
わ
た
る
実
戦
的
状

況
下
で
の
実
弾
射
撃
訓
練
を
実
施
し
、
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

こ
の
際
、
８
月
に
着
任
さ
れ
た
徳
永
師
団
長
（
元
第
42
普
連
３
中
隊
長
）
の
視
察
を
受
け
連

隊
の
任
務
遂
行
能
力
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
及
び
入
隊
適
齢
者

に
対
し
総
合
戦
闘
射
撃
の
見
学
を
行
い
陸
上
自
衛
隊
へ
の
理
解
促
進
と
募
集
拡
大
に
寄
与
し
た
。

令和６年度総合戦闘射撃訓練



第240号（2） 令和6年10月吉日

　

連
隊
は
、９
月
10
日（
火
）か
ら
９
月
19
日（
木
）ま
で
の
間
、大
矢
野
原
演
習
場
に
お
い
て
令

和
６
年
度
第
２
次
連
隊
練
成
訓
練
及
び
第
２
次
射
撃
野
営
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

練
成
訓
練
に
お
い
て
、機
動
戦
闘
車
隊
及
び
各
中
隊
は
、基
礎
と
な
る
部
隊
以
下
の
訓
練
を

実
施
し
、任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

ま
た
、射
撃
野
営
訓
練
に
お
い
て
は
、戦
闘
射
撃
及
び
部
隊
装
備
火
器
射
撃
を
実
施
し
、戦

闘
射
撃
及
び
部
隊
装
備
火
器（
81㎜
迫
撃
砲
）に
お
け
る
部
隊
及
び
個
人
の
射
撃
練
度
の
向
上

を
図
っ
た
。

　

９
月
27
日（
金
）「
一
般
曹
候
補
生
課
程（
後
期
）」及
び

「
新
隊
員
特
技
課
程
」の
修
了
式
が
行
わ
れ
た
。

　

７
月
1
日（
月
）か
ら
９
月
27
日（
金
）の
間
、軽
火
器
及
び

迫
撃
砲
の
各
区
隊
に
分
か
れ
、必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
修

得
し
、心
身
と
も
に
逞
し
く
な
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
中
隊
へ
配

置
さ
れ
た
。

令和６年度第２次連隊練成訓練及び第２次射撃野営訓練

連隊長現地指導連隊長現地指導
（第２中隊）（第２中隊）

陣地構築訓練陣地構築訓練
（施設小隊）（施設小隊）

自衛警戒訓練自衛警戒訓練
（高射小隊）（高射小隊）

掩体構築訓練掩体構築訓練
（第２中隊）（第２中隊）

地図判読訓練地図判読訓練
（第３中隊）（第３中隊）

防御訓練（対抗部隊）防御訓練（対抗部隊）
（第３中隊）（第３中隊）

患者救護訓練患者救護訓練
（衛生小隊）（衛生小隊）

陣地選定訓練陣地選定訓練
（対戦車小隊）（対戦車小隊）

防御訓練防御訓練
（第１中隊）（第１中隊）

監視訓練監視訓練
（火力支援中隊）（火力支援中隊）

防御訓練防御訓練
（機動戦闘車隊）（機動戦闘車隊）

防御訓練（対抗部隊）防御訓練（対抗部隊）
（機動戦闘車隊）（機動戦闘車隊）

一
般
曹
候
補
生
課
程
（
後
期
）・

新
隊
員
特
技
課
程
教
育
修
了
式
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着任　機動戦闘車隊長
２等陸佐
林　達也

着任　第１中隊長
３等陸佐
樫澤龍太郎

機動戦闘車隊長
林　２佐

第１中隊長
樫澤３佐

　

８
月
1
日
付
を
も
っ
て
西
部
方

面
総
監
部
か
ら
機
動
戦
闘
車
隊
長

と
し
て
林
達
也
2
等
陸
佐
が
着
任

し
た
。
着
任
に
あ
た
り「
目
的
達
成
」

を
要
望
事
項
と
し
、
更
な
る
部
隊

の
精
強
化
を
誓
っ
た

　

８
月
1
日
付
を
も
っ
て
富
士
学

校
か
ら
第
１
中
隊
長
と
し
て
樫
澤

龍
太
郎
３
等
陸
佐
が
着
任
し
た
。

着
任
に
あ
た
り
「
し
こ
う
」
を
要

望
事
項
と
し
、
更
な
る
部
隊
の
精

強
化
を
誓
っ
た

　

８
月
31
日
（
土
）
か
ら
９
月
7

日
（
土
）
ま
で
の
間
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
共
和
国
に
対
す
る
能
力
構

築
支
援
の
為
に
第
42
即
応
機
動

連
隊
か
ら
7
名
の
隊
員
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
任
務
を

完
遂
し
無
事
に
帰
国
し
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
に
対
す
る

能
力
構
築
支
援

令
和
６
年
度
前
期
定
期
異
動

　

転　

出

　

 

連
隊
本
部

　
　
　

 

２
佐　

山
下
雅
裕　
　
（
陸
上
幕
僚
監
部
へ
）

　
　
　

 

１
尉　

福
留
寛
史　
　
（
九
州
補
給
処
へ
）

　
　
　

 

１
尉　

鹿
野　

聡　
　
（
中
央
業
務
支
援
隊
へ
）

　

 

本
部
管
理
中
隊

　
　
　

 

２
尉　

中
村
智
貴　
　
（
奄
美
警
備
隊
へ
）

　
　
　

 

曹
長　

前
田
哲
宏　
　
（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
　
　

 

２
曹　

岩
永　

周　
　
（
富
士
学
校
へ
）

 　
　
　

２
曹　

古
澤
徳
晃　
　
（
第
51
普
通
科
連
隊
へ
）

　
　
　

 

３
曹　

佐
藤
宏
樹　
　
（
第
３
陸
曹
教
育
隊
へ
）

　
　
　

 

３
曹　

小
坂
泰
志　
　
（
第
５
陸
曹
教
育
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

下
堂
隆
志　
　
（
第
１
空
挺
団
第
２
普
通
科
大
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

野
口
賢
治
郎　
（
第
１
空
挺
団
第
２
普
通
科
大
隊
へ
）

　

 

第
１
中
隊

　
　
　

 

３
曹　

星
子
達
也　
　
（
第
２
水
陸
機
動
連
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

永
田
大
輝　
　
（
奄
美
警
備
隊
へ
）

　

 

第
２
中
隊

　
　
　

 

３
尉　

肴
倉
沙
恵　
　
（
西
部
方
面
警
務
隊
本
部
へ
）

 　
　
　

２
曹　

小
川
哲
史　
　
（
第
32
普
通
科
連
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

村
原
真
太
郎　
（
奄
美
警
備
隊
へ
）　

　

 

第
３
中
隊

　
　
　

 

２
曹　

田
上
博
文　
　
（
自
衛
隊
熊
本
病
院
へ
）

　

 

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

 

本
部

       

２
佐　

齋
藤
進
之
介　
　
（
陸
上
総
隊
司
令
部
へ
）

 　
　
　

准
尉　

林　

義
成　
　
（
玖
珠
駐
屯
地
業
務
隊
へ
）

　
　

 

第
１
中
隊

　
　
　

 

２
曹　

肥
田
雅
紀　
　
（
第
１
偵
察
戦
闘
大
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

久
世
昂
史　
　
（
西
部
方
面
会
計
隊
へ
）

　

 　

第
２
中
隊　

　
　
　

 

１
尉　

大
島
保
洋　
　
（
教
育
訓
練
研
究
本
部
へ
）

 　
　
　

３
曹　

小
野
秀
幸　
　
（
機
甲
教
導
連
隊
へ
）

 　
　
　

３
曹　

吉
高
匡
紀　
　
（
富
士
学
校
へ
）

　

 

火
力
支
援
中
隊

　
　
　

 

３
曹　

川
辺
礼
生　
　
（
水
陸
機
動
団
特
科
大
隊
へ
）

　

転　

入

　

 

本
部
管
理
中
隊

　
　
　

 

２
尉　

春
野
哲
毅　
　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

 　
　
　

准
尉　

中
村　

勝　
　
（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

 　
　
　

１
曹　

南　

義
久　
　
（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら
）

 　
　
　

１
曹　

廣
瀬
達
章　
　
（
第
１
空
挺
団
第
１
普
通
科
大
隊
か
ら
）

 　
　
　

１
曹　

中
島
宏
明　
　
（
健
軍
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

浦
川
尚
樹　
　
（
第
３
陸
曹
教
育
隊
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

恒
松
秀
佳　
　
（
第
26
普
通
科
連
隊
か
ら
）

 　
　
　

３
曹　

尾
方
義
晴　
　
（
水
陸
機
動
団
偵
察
中
隊
か
ら
）　

　

 

第
１
中
隊

　
　
　

 

３
佐　

樫
澤
龍
太
郎　
（
富
士
学
校
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

柏
田　

尊　
　
（
西
部
方
面
総
監
部
付
隊
か
ら
）

　
　
　

 

３
曹　

野
中
政
則　
　
（
第
51
普
通
科
連
隊
か
ら
）

 　
　
　

３
曹　

大
塚
大
輝　
　
（
第
43
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　
 

第
２
中
隊

　
　
　

 

２
曹　

椎
葉
隆
貴　
　
（
第
46
普
通
科
連
隊
か
ら
）

 　
　
　

３
曹　

木
村
雄
太　
　
（
第
２
水
陸
機
動
連
隊
か
ら
）　

　

 
第
３
中
隊

 　
　
　

１
曹　

堀
松
剛
幸　
　
（
西
部
方
面
混
成
団
本
部
か
ら
）

　
　
　

 
３
曹　

船
戸
昂
矢　
　
（
第
28
普
通
科
連
隊
か
ら
）

　

 

機
動
戦
闘
車
隊

　
　

 

本
部

　
　
　

 

２
佐　

林　

達
也　
　
（
西
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
か
ら
）

　
　

 

第
1
中
隊

　
　
　

 

３
曹　

中
島
真
也　
　
（
機
甲
教
導
連
隊
か
ら
）

　
　

 

第
２
中
隊

　
　
　

 

１
尉　

梶
原
三
弘　
　
（
広
島
地
方
協
力
本
部
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

坂
元
孝
久　
　
（
富
士
学
校
か
ら
）

　

 

火
力
支
援
中
隊

 　
　
　

１
曹　

喜
村
健
作　
　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

　
　
　

 

１
曹　

中
村
浩
二　
　
（
奄
美
警
備
隊
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

工
藤
正
廣　
　
（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら
）

 　
　
　

２
曹　

岩
切
宏
任　
　
（
中
部
方
面
特
科
連
隊
か
ら
）

 　
　
　

３
曹　

武
富
真
大　
　
（
第
１
空
挺
団
特
科
大
隊
か
ら
） 

指揮官着任式
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最
先
任
上
級
曹
長
交
代

　

連
隊
は
７
月
28
日
（
日
）
か
ら
８
月
4
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に

お
い
て
令
和
６
年
度
国
内
に
お
け
る
米
海
兵
隊
と
の
実
動
訓
練（
Ｒ
Ｄ
24
）に
参
加
し
た
。

　

そ
の
際
、
第
２
次
中
隊
等
訓
練
検
閲
を
実
施
し
、
第
２
中
隊
及
び
施
設
小
隊
の
任
務

遂
行
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
能
力
を
評
価
し
た
。

　

第
２
中
隊
は
主
戦
闘
地
域
守
備
部
隊
と
し
て
行
動
し
、
防
御
準
備
で
は
陣
地
地
域
の

安
全
化
を
図
り
、
坑
堪
性
あ
る
陣
地
の
構
築
及
び
偵
察
衛
星
、
地
上
斥
候
等
の
敵
情
報

活
動
に
対
応
し
た
部
隊
防
護
を
実
施
し
た
。
施
設
小
隊
は
防
御
準
備
間
に
お
け
る
大
型

施
設
器
材
を
利
用
し
た
坑
堪
性
の
あ
る
陣
地
の
構
築
並
び
に
各
種
障
害
の
構
成
を
実
施

し
、
防
御
戦
闘
に
万
全
を
期
し
た
。

　

防
御
戦
闘
で
は
、
敵
の
侵
攻
に
先
立
ち
損
耗
し
た
陣
地
・
障
害
の
応
急
復
旧
を
行
い

な
が
ら
、情
報
と
火
力
を
密
接
に
連
携
さ
せ
た
火
力
戦
闘
、16
式
機
動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）

及
び
96
式
装
輪
装
甲
車
（
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
）
の
連
携
に
よ
る
流
動
的
な
戦
闘
等
を
行
い
敵
の

侵
攻
を
阻
止
し
た
。

　

猛
暑
の
中
で
の
長
期
間
に
渡
る
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、第
２
中
隊
長（
村
山
３
佐
）

及
び
施
設
小
隊
長
（
横
枕
２
尉
）
の
指
揮
の
も
と
各
隊
員
が
任
務
に
対
す
る
強
い
執
念

を
も
っ
て
行
動
し
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

　

こ
の
度
令
和
６
年
７
月
19
日
付
を
も
ち

ま
し
て
第
２
代
第
42
即
応
機
動
連
隊
最
先

任
上
級
曹
長
の
任
を
解
か
れ
第
42
即
応
機

動
連
隊
本
部
付
配
置
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
８
月
よ
り
５
年
間
の
永
き
に

渡
り
「
考
え
て
行
動
せ
よ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
最
先
任
の
職
務
を
常
に
全
力
で
遂
行

し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
連
隊
長
は
じ
め
、
各
幕
僚
、
連

隊
後
援
会
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
及
び
各
部
隊
等

の
公
私
に
わ
た
る
格
別
の
ご
指
導
ご
厚
情

の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
最
先
任
上
級
曹
長
を
核
心
と

し
、
連
隊
准
曹
士
一
丸
と
な
っ
て
訓
練
に

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
相
変
わ
ら
ぬ

ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
令
和
６
年
7
月
19
日
付
を
も
ち

ま
し
て
第
３
代
第
42
即
応
機
動
連
隊
最
先

任
上
級
曹
長
に
上
番
し
ま
し
た
井
崎
准
尉

で
す
。

　
「
認
め
る
」「
共
感
す
る
」「
褒
め
る
」「
感

謝
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
准
曹
士
に

寄
り
添
い
、
共
に
考
え
行
動
し
、
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
継
承
し

つ
つ
、
更
に
前
へ
進
ん
で
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　

至
ら
ぬ
点
が
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
第
42
即
応
機
動
連
隊
の
精
強
化
の
為

に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

7
月
19
日
、
最
先
任

上
級
曹
長
交
代
行
事
が

行
わ
れ
、
第
２
代
連
隊

最
先
任
上
級
曹
長
浅
山

准
尉
か
ら
第
3
代
連
隊

最
先
任
上
級
曹
長
井
崎

准
尉
へ
と
最
先
任
上
級

曹
長
の
き
章
が
引
き
継

が
れ
た
。

本
部
管
理
中
隊

　

中
園
３
曹　
　
　

詠
心
く
ん

　

牧
山
３
曹　
　
　

宙
斗
く
ん

　

西　

３
曹　
　
　

凛
道
く
ん

第
2
中
隊

　

野
崎
２
曹　
　
　

祐
希
さ
ん

　

山
形
３
曹　
　
　

湊
彩
さ
ん

第
３
中
隊

　

平
２
曹　
　
　
　

花
梛
さ
ん

火
力
支
援
中
隊

　

樋
口
３
曹　
　

こ
と
な
さ
ん

第
２
中
隊

　

菅　

曹
長　
　

千
紗
都
さ
ん

火
力
支
援
中
隊

　

高
田
士
長　
　
　

優
花
さ
ん

Happy WeddingHappy Wedding

湊彩さん湊彩さん

花梛さん花梛さん

菅　夫妻菅　夫妻

第２中隊　施設小隊　訓練検閲

第２代
最先任上級曹長
浅山准尉

第３代
最先任上級曹長
井崎准尉


